
96 法学教室 M a y  2 0 1 6  N o . 4 2 8

古典で読む憲法

自由，平等，権力分立，……。21世紀に生きる我々が，なかば自明のものと感じがちな憲
法上の諸原理。これらは，紀元前の世から当然のようにそこにあったわけでも，ここ数十年
に突如出現したわけでもありません。連綿と続く歴史のなかで，幾多の思想の相克を経て，

そして時には流血の悲劇も目撃しながら，生まれてきました。
　本書は，思想家による古典的な文献を紹介しつつ，そのような諸原理の誕生と発展の過程をひもとい
ていきます。「古典」といっても，単に古いという意味ではありません。繰り返し参照され，批評の風
雪に耐えてきた，というような意味合いです。
　憲法は，「政治的」文脈で語られることが頻繁にあるからか，一家言持つ人も多い分野です。しかし，
それゆえにこそ，（憲法に対しどのようなスタンスを持つにせよ）もう一歩進んで，その背景に目が向
けられるようになると，憲法をめぐる議論がより充実するのではないかと思います。その一助となれ
ば，担当編集者としても望外の喜びです。（M.Y.）
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オーソドックスな構成のため，一般的な憲法概説書との相性もよく，副読本としても使えます。
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